『帝鑑図説』の読まれかた : 『帝鑑評』を中心に by 入口 敦志 et al.
『
帝
鑑
図
説
』
の
読
ま
れ
か
た
―
―
『
帝
鑑
評
』
を
中
心
に
―
―
入
口
敦
志
一
、『
帝
鑑
評
』
各
本
に
つ
い
て
『
帝
鑑
評
』
の
現
在
知
ら
れ
て
い
る
本
は
三
種
あ
る
。
ま
ず
そ
れ
を
掲
げ
よ
う
。
◇
原
本
（
現
在
所
在
不
明
）
・
活
版
和
装
本
中
の
蔵
知
矩
の
解
題
に
よ
る
書
誌
は
次
の
と
お
り
。
「
帝
鑑
評
は
池
田
家
文
庫
秘
蔵
の
手
写
本
に
し
て
美
濃
紙
型
和
本
な
り
、（
略
）
以
上
支
那
帝
王
の
行
実
に
対
す
る
評
論
に
し
て
函
面
書
に
帝
鑑
評
全
一
冊
同
裏
書
に
序
故
羽
林
君
御
手
跡
其
余
久
世
大
和
守
殿
荒
尾
平
八
郎
殿
久
世
三
四
郎
殿
揖
斐
与
右
衛
門
殿
と
あ
り
、
右
五
人
の
帝
鑑
図
説
に
対
す
る
感
想
を
手
記
せ
ら
る
も
の
に
し
て
其
執
筆
の
紙
数
次
の
如
し
。
序
一
章
五
枚
烈
公
筆
任
賢
図
治
以
下
八
章
十
六
枚
久
世
筆
徳
滅
祥
桑
以
下
八
章
十
七
枚
荒
尾
筆
却
千
里
馬
以
下
十
一
章
十
五
枚
久
世
筆
葺
檻
旌
直
以
下
八
章
十
六
枚
揖
斐
筆
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計三
十
六
章
六
十
九
枚
以
上
之
を
綴
り
て
壹
冊
と
し
烈
公
座
右
の
珍
と
し
て
不
断
之
を
愛
読
し
給
ひ
し
も
の
な
り
。
就
中
、
葺
檻
旌
直
、
賞
強
項
令
の
二
章
に
は
特
に
烈
公
か
附
せ
ら
れ
た
る
色
箋
存
せ
り
。」
こ
の
原
本
は
現
在
所
在
が
わ
か
ら
な
い
。
引
用
文
中
に
触
れ
ら
れ
る
「
色
箋
」
に
つ
い
て
は
、
石
坂
善
次
郎
編
（
永
山
卯
三
郎
著
）
『
池
田
光
政
公
伝
』（
昭
和
七
年
五
月
刊
）
に
も
言
及
が
あ
り
、
永
山
が
原
本
を
見
て
書
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
。
次
に
述
べ
る
新
写
本
や
活
版
和
装
本
で
の
記
述
か
ら
、
昭
和
十
二
年
ま
で
池
田
家
の
蔵
書
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
池
田
家
の
蔵
書
は
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
や
林
原
美
術
館
等
に
分
蔵
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
所
蔵
機
関
に
照
会
し
て
み
た
が
、
い
ず
れ
も
所
蔵
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
次
は
そ
の
原
本
を
基
に
昭
和
九
年
に
作
成
さ
れ
た
新
写
本
で
あ
る
。
◇
新
写
本
（
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
蔵
）
「
準
１
１
１
／
１
／
池
田
」
・
巻
末
書
写
奥
書
「
昭
和
九
年
三
月
謄
写
（
朱
文
丸
印
「
蔵
知
」）
本
書
正
本
の
容
器
は
桐
製
に
し
て
左
の
如
き
箱
書
あ
り
（
略
）」
写真１ 原本写真
（活版和装本『帝鑑評』所収）
写真２ 新写本冒頭
（岡山大学附属図書館池田家文庫蔵）
61
紙
数
等
原
本
の
紙
数
と
同
じ
。
活
版
和
装
本
口
絵
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
原
本
の
写
真
と
新
写
本
と
を
比
較
し
て
み
る
と
（
写
真
参
照
）、
筆
跡
を
非
常
に
よ
く
写
し
て
お
り
、
新
写
本
が
丁
寧
に
謄
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
新
写
本
の
本
文
中
に
は
、
補
入
や
見
せ
消
ち
な
ど
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
原
本
に
あ
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
忠
実
に
写
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
原
本
の
面
影
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
も
の
。
新
写
本
で
は
、
謄
写
の
奥
書
の
後
に
「
蔵
知
」
の
朱
印
を
捺
す
こ
と
か
ら
、
活
版
和
装
本
の
解
題
を
担
当
し
て
い
る
、
蔵
知
矩
が
書
写
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
◇
活
版
和
装
本
・
口
絵
写
真
（
原
本
の
各
執
筆
者
の
冒
頭
部
分
の
写
真
を
掲
載
）
・
本
文
の
翻
字
・
帝
鑑
評
解
題
（
昭
和
十
二
年
十
二
月
池
田
家
嘱
託
蔵
知
矩
識
）
・
奥
付
（
住
所
省
略
、
住
所
は
す
べ
て
岡
山
市
内
）
「
昭
和
十
二
年
十
二
月
一
日
印
刷
昭
和
十
二
年
十
二
月
六
日
発
行
（
非
売
品
）
編
纂
兼
発
行
人
松
村
見
二
（
池
田
家
岡
山
事
務
所
長
）
発
行
所
池
田
家
岡
山
事
務
所
印
刷
人
村
本
万
亀
男
印
刷
所
研
精
堂
印
刷
所
」
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
原
本
を
口
絵
写
真
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
面
影
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
蔵
知
に
よ
る
解
題
が
付
さ
れ
、
書
誌
情
報
や
著
者
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
こ
と
を
簡
潔
に
記
す
。『
帝
鑑
評
』
を
研
究
す
る
際
の
基
本
文
献
。
以
下
『
帝
鑑
評
』
の
本
文
は
、
活
版
和
装
本
を
参
照
し
て
新
写
本
か
ら
翻
字
し
た
も
の
を
使
用
し
た
。
で
は
、
次
に
成
立
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
二
、『
帝
鑑
評
』
の
成
立
帝
鑑
評
に
関
わ
っ
た
人
物
は
次
の
五
人
。
略
歴
を
記
す
。
■
池
田
光
政
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
生
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
五
月
二
十
二
日
没
、
七
十
四
歳
。
通
称
、
新
太
郎
。
諡
号
、
芳
烈
公
。
池
田
利
隆
の
長
男
。
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
八
歳
で
姫
路
藩
主
、
翌
三
年
（
一
六
一
七
）
鳥
取
藩
に
国
替
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
更
に
備
前
岡
山
に
国
替
。
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
致
仕
し
、
綱
正
に
家
督
を
譲
る
。
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■
久
世
三
四
郎
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
生
、
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
一
月
二
十
四
日
没
、
六
十
三
歳
。
久
世
広
宣
の
男
、
大
和
守
広
之
の
兄
。
諱
、
広
当
。
通
称
、
三
四
郎
、
山
三
郎
。
幕
臣
。
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
七
千
百
十
石
余
を
領
す
。
■
久
世
大
和
守
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
生
、
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
六
月
二
十
五
日
没
、
七
十
一
歳
。
久
世
広
宣
の
三
男
、
三
四
郎
の
弟
。
諱
、
広
之
。
通
称
、
三
之
丞
。
大
和
守
、
従
四
位
下
、
侍
従
。
幕
臣
。
累
進
し
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
老
中
、
同
九
年
（
一
六
六
九
）
下
総
関
宿
藩
主
（
五
万
石
）
と
な
る
。
■
荒
尾
平
八
郎
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
生
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
五
月
十
二
日
没
、
七
十
三
歳
。
荒
尾
成
房
の
男
。
諱
、
久
成
。
平
八
郎
は
通
称
。
幕
臣
、
千
二
百
石
。
■
揖
斐
与
右
衛
門
生
年
未
詳
、
元
禄
五
年
二
月
十
一
日
没
。
揖
斐
政
景
の
男
。
諱
、
政
綱
。
幕
臣
、
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
御
小
姓
組
、
同
十
八
年
（
一
六
四
一
）
九
百
石
と
な
る
。
池
田
光
政
以
外
の
四
人
は
す
べ
て
幕
臣
。
特
に
、
久
世
広
之
は
将
軍
家
綱
の
元
で
老
中
ま
で
勤
め
て
い
る
。
ま
た
、
広
之
は
蕃
山
の
教
え
を
受
け
た
人
物
で
、
池
田
光
政
が
蕃
山
と
疎
遠
に
な
っ
た
後
に
も
屋
敷
に
蕃
山
を
招
い
て
講
義
を
う
け
る
（
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
））
な
ど
、
晩
年
ま
で
蕃
山
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
の
幕
臣
達
も
お
そ
ら
く
蕃
山
の
教
え
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
現
在
池
田
家
文
庫
に
は
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
十
一
月
下
旬
版
と
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
版
の
二
種
類
の
平
仮
名
本
『
帝
鑑
図
説
』
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
蔵
知
も
解
説
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
を
用
い
て
『
帝
鑑
評
』
が
成
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
最
も
早
く
没
し
た
久
世
三
四
郎
の
没
年
で
あ
る
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
一
月
が
成
立
の
下
限
で
あ
る
の
で
、
広
く
と
れ
ば
寛
永
版
刊
行
後
の
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
か
ら
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
ま
で
の
間
の
成
立
と
な
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
内
容
に
蕃
山
の
思
想
と
類
似
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
蕃
山
が
光
政
に
従
っ
て
江
戸
に
下
っ
た
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
以
降
に
成
立
の
上
限
が
狭
め
ら
れ
よ
う
か
。
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）、
光
政
は
参
勤
か
ら
の
帰
国
の
途
次
、
京
都
で
所
司
代
板
倉
重
宗
と
蕃
山
の
学
問
に
つ
い
て
談
ず
る
機
会
が
あ
っ
た
。『池
田
光
政
日
記
』
慶
安
五
年
五
月
二
十
一
日
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（
板
倉
重
宗
）
（
蕃
山
の
学
問
）
一
、
防
州
御
申
候
ハ
、
此
学
術
ハ
天
下
か
そ
し
り
候
共
、
是
ニ
過
た
る
ハ
有
ま
し
く
候
、
猶
以
お
ん
ひ
ん
ノ
義
可
然
候
と
御
申
候
、
我
等
申
候
、
左
様
ニ
存
、
江
戸
ニ
て
も
何
も
同
志
衆
と
か
た
く
其
は
つ
申
合
候
由
申
候
、
末
々
ひ
ろ
ま
り
申
儀
不
及
（
大
老
酒
井
忠
勝
）
是
非
段
ハ
、
酒
讃
州
へ
も
申
届
候
由
物
語
仕
候
事
、
重
宗
は
天
下
が
蕃
山
の
学
問
を
非
難
し
て
も
こ
れ
に
過
ぎ
る
も
の
は
な
い
と
言
っ
て
お
り
、
幕
臣
で
所
司
代
と
い
う
地
位
に
あ
っ
た
重
宗
も
又
、
蕃
山
に
心
酔
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
事
実
、
後
に
い
た
る
ま
で
重
宗
は
蕃
山
へ
の
支
援
を
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
久
世
広
之
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
蕃
山
の
学
問
や
行
動
が
幕
府
の
危
険
視
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
一
方
、
江
戸
に
は
蕃
山
の
学
問
の
「
同
志
衆
」
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
帝
鑑
評
』
に
関
わ
っ
た
幕
臣
た
ち
も
、
そ
の
同
志
衆
の
一
員
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
後
半
に
、
穏
便
に
は
す
る
つ
も
り
だ
が
、
蕃
山
の
思
想
が
広
ま
る
の
は
仕
方
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
大
老
酒
井
忠
勝
に
申
し
述
べ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
実
際
江
戸
を
立
つ
直
前
の
五
月
六
日
の
条
に
は
、
酒
井
忠
勝
の
も
と
へ
参
上
し
て
学
問
の
こ
と
で
弁
解
し
た
覚
え
を
書
き
記
す
が
、
そ
こ
に
も
『
池
田
光
政
日
記
』
慶
安
五
年
五
月
六
日
五
常
ノ
上
ノ
事
ニ
候
へ
ハ
、
御
無
用
と
申
事
ニ
て
ハ
な
く
候
へ
共
、
大
勢
あ
つ
ま
り
候
所
も
よ
う
悪
候
間
、
御
し
め
可
有
候
由
被
仰
候
と
あ
る
。
学
問
そ
の
も
の
は
否
定
し
て
な
い
が
、
同
志
を
語
ら
っ
て
大
勢
集
ま
る
こ
と
は
控
え
る
よ
う
に
と
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
。「
ご
無
用
と
申
事
に
て
は
な
く
候
へ
共
」
と
い
う
言
い
方
に
、
儒
学
で
あ
る
の
で
否
定
は
出
来
な
い
が
、
積
極
的
に
勧
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
と
い
う
、
大
老
忠
勝
の
微
妙
な
立
場
が
う
か
が
え
よ
う
。
久
世
広
之
が
蕃
山
の
学
に
志
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
触
れ
た
が
、
こ
の
時
点
で
光
政
、
広
之
を
は
じ
め
と
し
て
、
幕
臣
を
含
め
た
同
志
衆
で
蕃
山
の
学
問
を
学
ん
で
い
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
次
の
事
件
を
見
る
と
き
、
こ
れ
以
後
幕
臣
達
が
表
立
っ
て
蕃
山
の
教
え
を
学
ぶ
こ
と
は
出
来
な
く
な
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
同
年
九
月
二
十
八
日
（
慶
安
五
年
は
九
月
十
八
日
改
元
さ
れ
て
承
応
元
年
と
な
る
）、
岡
山
に
着
い
た
光
政
の
も
と
に
江
戸
か
ら
の
飛
脚
到
来
。
光
政
に
謀
叛
の
嫌
疑
が
か
か
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
も
の
。
所
謂
「
承
応
の
変
」
と
呼
ば
れ
、
前
年
の
由
井
正
雪
等
の
慶
安
事
件
と
並
ん
で
、
幕
府
へ
の
謀
叛
を
企
て
た
と
さ
れ
る
大
事
件
で
あ
っ
た
。
『
池
田
光
政
日
記
』
承
応
元
年
九
月
二
十
八
日
一
、
江
戸
よ
り
飛
脚
到
来
、
其
覚
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御
老
中
三
人
、
讃
州
・
備
後
・
三
左
衛
門
ヲ
和
泉
殿
へ
御
よ
ひ
候
て
被
仰
渡
候
ハ
、
此
度
江
戸
ニ
て
悪
人
共
御
せ
ん
さ
く
被
仰
付
候
ニ
、
紀
州
殿
・
を
ハ
リ
殿
・
越
後
殿
・
筑
前
殿
・
相
模
（
池
田
光
政
）
殿
・
新
太
郎
殿
、
此
衆
之
内
む
ほ
ん
存
立
候
へ
か
し
、
其
内
ニ
新
太
郎
殿
心
学
、
お
も
て
む
き
ハ
儒
者
、
内
々
ハ
む
ほ
ん
心
も
候
哉
と
、
山
本
兵
部
ニ
口
引
見
申
候
ヘ
ハ
、
中


左
様
之
事
ニ
て
無
之
由
申
由
之
白
状
仕
候
付
て
、
余
大
名
衆
ノ
名
も
候
へ
共
、
新
太
郎
殿
儀
ハ
心
学
ノ
事
加
り
候
へ
ハ
、
世
間
之
雑
説
御
聞
候
ハ
ヽ
気
遣
ニ
可
被
存
候
故
、
此
旨
申
聞
候
由
被
仰
渡
候
旨
、
（
略
）
紀
州
や
尾
張
と
い
っ
た
御
三
家
の
名
前
ま
で
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
事
件
の
重
大
さ
が
見
え
る
。
そ
の
嫌
疑
が
光
政
に
も
か
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
結
局
嫌
疑
は
晴
れ
た
。
し
か
し
、
光
政
に
は
心
学
を
信
奉
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
、
ほ
か
の
大
名
た
ち
と
は
違
っ
た
噂
が
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
注
進
の
重
要
な
点
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
幕
府
周
辺
で
は
蕃
山
の
学
問
が
な
ん
ら
か
の
形
で
嫌
疑
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
そ
の
心
学
の
こ
と
に
つ
い
て
、
一
時
共
謀
者
と
見
な
さ
れ
て
い
た
山
本
兵
部
と
い
う
人
物
に
、
光
政
の
謀
叛
心
の
こ
と
を
尋
問
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
こ
の
山
本
兵
部
も
光
政
を
と
り
ま
く
心
学
の
同
志
衆
の
一
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
儒
学
と
い
う
隠
れ
蓑
の
下
で
、
謀
叛
を
謀
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
蕃
山
の
学
問
内
容
自
体
に
は
幕
府
も
直
接
手
を
出
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
何
か
し
ら
そ
の
裏
で
謀
略
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
嫌
疑
は
、
こ
の
事
件
以
後
も
蕃
山
の
周
囲
か
ら
消
え
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
山
本
兵
部
は
、
詮
議
の
結
果
無
実
が
判
明
し
た
の
だ
が
、
名
前
が
出
て
し
ま
っ
た
と
言
う
こ
と
で
主
人
で
あ
る
阿
部
忠
秋
か
ら
切
腹
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
光
政
の
日
記
に
は
、
こ
れ
以
後
も
山
本
兵
部
の
消
息
に
関
す
る
記
事
が
散
見
さ
れ
、
兵
部
と
光
政
と
の
交
流
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
兵
部
が
同
志
衆
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
状
況
か
ら
い
え
ば
、
こ
れ
以
後
「
同
志
衆
」
が
集
ま
っ
て
、
蕃
山
の
学
を
反
映
し
た
『
帝
鑑
評
』
の
よ
う
な
輪
読
会
は
、
行
い
に
く
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
光
政
自
身
は
、
こ
れ
以
後
も
全
く
意
に
介
し
た
様
子
も
な
く
、
蕃
山
を
重
用
し
、
施
策
を
す
す
め
て
い
る
。
し
か
し
、
常
に
江
戸
に
い
る
幕
臣
た
ち
に
と
っ
て
は
そ
う
も
い
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、『
帝
鑑
評
』
の
成
立
は
、
こ
の
承
応
事
件
以
前
の
こ
と
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
『
帝
鑑
評
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
三
十
五
話
は
、『
帝
鑑
図
説
』
全
65
百
十
七
話
を
、
単
に
最
初
か
ら
順
に
取
り
上
げ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
仮
に
三
十
五
話
を
目
標
に
評
を
付
す
と
す
れ
ば
、
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
全
体
か
ら
満
遍
な
く
選
び
出
し
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
上
記
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
、
三
十
五
話
で
中
断
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
三
、
仁
愛
に
よ
る
徳
治
主
義
へ
の
傾
倒
で
は
、『
帝
鑑
評
』
の
内
容
に
は
ど
う
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
す
べ
て
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
、
い
く
つ
か
の
話
に
絞
っ
て
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
は
、
第
一
話
の
「
任
賢
図
治
」。
漢
文
、
寛
永
版
の
本
文
、
そ
れ
に
『
帝
鑑
評
』
の
評
を
順
に
あ
げ
る
。
秀
頼
版
『
帝
鑑
図
説
』（
蓬
左
文
庫
蔵
本
）
唐
史
紀
堯
命
羲
和
敬
授
人
時
羲
仲
居
嵎
夷
理
東
作
羲
叔
居
南
交
理
南
訛
和
仲
居
昧
谷
理
西
成
和
叔
居
朔
方
理
朔
易
又
訪
四
岳
舉
舜
登
庸
解
唐
史
上
記
帝
堯
在
位
任
用
賢
臣
與
綰
治
理
即
時
賢
臣
有
羲
氏
兄
弟
二
人
和
氏
兄
弟
二
人
帝
堯
著
他
四
箇
人
敬
授
人
時
使
羲
仲
居
於
東
方
嵎
夷
之
地
管
理
春
時
耕
作
的
事
使
羲
叔
居
於
南
方
交
趾
之
地
管
理
夏
時
葫
化
的
事
使
和
仲
居
於
四
方
時
谷
之
地
管
理
秋
時
収
成
的
事
使
和
叔
居
於
北
方
幽
都
之
地
管
理
冬
時
更
易
的
事
又
訪
問
四
岳
之
官
著
他
薦
舉
天
下
賢
人
可
用
者
於
是
四
岳
舉
帝
舜
爲
相
那
時
天
下
賢
才
都
聚
於
朝
廷
之
上
百
官
各
舉
其
職
帝
堯
莠
拱
無
爲
而
天
下
自
治
蓋
天
下
可
以
一
人
主
之
不
可
以
一
人
治
之
埋
以
帝
堯
之
聖
後
世
莫
及
然
亦
必
待
賢
臣
而
後
能
成
功
書
曰
股
肱
惟
人
良
臣
惟
聖
言
股
肱
具
而
後
成
人
良
臣
衆
而
後
成
聖
意
亦
謂
此
其
後
帝
舜
爲
天
子
也
跟
著
帝
堯
行
事
任
用
九
官
十
二
牧
天
下
太
平
乃
與
羣
臣
作
歌
以
紀
其
盛
曰
元
首
明
哉
股
肱
良
哉
庶
事
康
哉
所
以
古
今
稱
堯
舜
莠
衣
裳
而
天
下
治
斯
任
賢
綰
治
之
效
也
寛
永
四
年
版
平
仮
名
本
『
帝
鑑
図
説
』（
池
田
家
文
庫
蔵
本
）
帝
尭
と
申
て
御
門
一
人
お
は
し
け
る
が
、
ま
こ
と
に
せ
い
と
く
あ
き
ら
か
に
し
て
、
天
下
太
平
に
お
さ
ま
る
事
、
た
と
へ
を
と
る
に
た
め
し
な
し
。
帝
尭
つ
ね
に
お
ぼ
し
ま
す
に
は
、
賢
人
を
ゑ
ら
み
い
だ
し
て
天
下
の
ま
つ
り
ご
と
を
は
か
ら
は
せ
、
国
土
を
あ
ん
ら
く
に
お
さ
め
ん
事
の
み
、
あ
け
く
れ
お
ぼ
し
め
さ
れ
け
る
。
か
ゝ
り
け
る
と
こ
ろ
に
、
義
仲
義
叔
兄
弟
和
仲
和
叔
き
や
う
だ
い
此
四
人
の
者
ど
も
は
、
そ
の
と
き
天
下
に
か
く
れ
な
か
り
き
賢
人
に
て
ま
し
ま
せ
り
。
故
に
此
四
人
の
も
の
共
を
め
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し
い
だ
さ
せ
給
ひ
て
、
ま
づ
一
ば
ん
に
義
仲
を
ば
、
東
方
の
国
嵎
夷
と
申
所
に
お
か
せ
給
ひ
て
、
東
作
を
つ
か
さ
ど
り
、
た
み
百
姓
を
も
よ
を
し
て
、
春
来
時
を
う
し
な
は
ず
は
、
た
を
う
が
ち
田
を
た
が
へ
し
、
そ
の
し
よ
く
常
に
お
こ
た
ら
ず
つ
と
め
さ
せ
と
の
御
事
な
り
。
お
と
う
と
の
義
叔
を
ば
、
南
方
の
国
交
趾
と
申
と
こ
ろ
に
つ
か
は
さ
れ
て
、
夏
時
の
変
化
を
た
ゞ
し
て
、
た
み
百
姓
を
お
さ
め
、
国
の
ま
つ
り
ご
と
を
な
せ
り
。
さ
て
又
和
仲
を
は
、
西
方
の
国
昧
谷
と
申
所
に
お
か
せ
給
ひ
て
、
秋
時
の
収
成
を
つ
か
さ
ど
れ
り
。
ば
ん
み
ん
時
を
う
し
な
は
ず
、
五
穀
の
み
の
り
ぢ
く
し
な
ば
、
お
さ
め
た
る
事
お
こ
た
ら
ず
、
げ
ぢ
を
な
せ
と
の
御
事
な
り
。
お
と
う
と
の
和
叔
を
ば
、
北
方
の
国
幽
谷
と
申
所
へ
つ
か
は
さ
れ
、
冬
時
の
更
易
を
つ
か
さ
ど
れ
り
。
そ
れ
一
年
の
な
す
と
こ
ろ
、
万
物
冬
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
み
な
を
し
な
べ
て
あ
ら
た
ま
る
。
天
の
み
ち
に
た
が
は
ず
し
て
、
ま
つ
り
ご
と
お
こ
た
ら
ず
、
つ
と
め
し
め
ん
が
た
め
と
か
や
。
な
を
も
こ
の
う
へ
天
下
に
賢
人
あ
る
な
ら
ば
、
た
づ
ね
い
だ
せ
と
の
御
事
に
て
、
四
岳
の
く
わ
ん
に
お
ほ
せ
つ
け
ら
れ
給
ひ
し
か
ば
、
う
け
た
ま
は
る
と
て
は
う
ぐ
を
た
づ
ね
け
り
。
こ
ゝ
に
帝
舜
と
申
て
、
世
に
た
ぐ
ひ
な
き
賢
人
あ
り
。
則
こ
れ
を
帝
尭
に
す
ゝ
め
た
て
ま
つ
り
し
か
ば
、
た
ち
ま
ち
宰
相
の
官
位
を
く
だ
さ
れ
て
、
よ
ろ
づ
天
下
の
事
を
は
か
ら
は
せ
給
ひ
け
り
。
故
に
帝
尭
の
御
代
の
と
き
は
、
ぶ
い
に
し
て
よ
く
お
さ
ま
り
、
天
下
を
の
づ
か
ら
太
平
な
り
。
こ
れ
後
世
の
主
君
た
る
人
の
お
よ
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。
し
か
り
と
は
申
せ
ど
も
、
賢
人
を
ゑ
ら
み
て
臣
下
と
な
し
、
仁
儀
の
み
ち
を
お
こ
な
ひ
、
じ
ひ
の
心
を
さ
き
と
し
て
、
王
業
を
つ
と
め
な
ば
、
い
か
で
か
帝
尭
の
御
代
に
た
が
ふ
べ
し
。
其
後
、
帝
舜
は
帝
尭
の
御
ゆ
づ
り
を
え
さ
せ
給
ひ
て
、
く
ら
ゐ
に
そ
な
は
り
給
ひ
け
り
。
此
時
天
下
太
平
に
お
さ
ま
る
事
、
帝
尭
の
御
代
に
こ
と
な
ら
ず
。
さ
れ
ば
に
や
、
古
今
の
人
の
こ
と
わ
ざ
に
も
、
ゆ
み
や
を
も
と
ら
ず
し
て
、
ま
さ
し
く
裳
衣
を
た
れ
な
か
ら
、
天
下
ゆ
ふ
た
う
に
お
さ
ま
る
事
、
尭
舜
の
御
代
に
た
ぐ
ひ
な
し
、
と
申
つ
た
へ
し
こ
と
の
は
ゝ
、
こ
と
は
り
と
こ
そ
き
こ
え
け
り
。
『
帝
鑑
評
』
帝
尭
は
天
下
の
聖
神
な
り
。
太
虚
天
地
の
神
道
も
、
聖
人
を
生
る
を
以
て
し
る
し
あ
り
。
故
に
天
地
の
大
徳
は
聖
人
に
し
く
は
な
し
。
聖
神
の
大
業
は
天
下
を
治
る
に
し
く
は
な
し
。
聖
人
の
天
下
を
治
め
た
ま
ふ
御
心
さ
し
、
名
に
あ
ら
す
、
利
に
あ
ら
す
、
仁
愛
を
も
つ
て
本
と
し
た
ま
ふ
。
そ
の
仁
愛
を
天
下
に
行
へ
き
は
し
め
は
、
臣
下
に
聖
人
賢
人
を
求
る
に
あ
り
。
故
に
末
代
に
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い
た
る
ま
て
、
仁
徳
の
世
主
を
み
る
に
は
、
賢
人
を
尊
て
、
佞
人
を
し
り
そ
く
る
に
あ
り
。
賢
人
野
に
か
く
れ
、
或
は
小
人
の
た
め
に
く
る
し
め
ら
る
れ
は
、
そ
の
君
万
人
を
あ
は
れ
み
た
ま
ふ
御
心
さ
し
浅
き
と
し
る
へ
し
。
尭
帝
聖
神
仁
慈
の
御
こ
ゝ
ろ
よ
り
、
天
下
の
民
を
見
た
ま
ふ
事
、
慈
母
の
赤
子
を
見
る
か
こ
と
し
。
尭
帝
至
明
至
知
の
御
心
よ
り
、
天
下
の
民
を
や
す
く
せ
ん
事
を
は
望
た
ま
ふ
に
、
賢
人
を
あ
け
た
ま
ふ
よ
り
さ
き
な
る
は
な
し
。
末
代
の
国
君
世
主
、
か
ゝ
見
た
ま
ふ
へ
き
と
こ
ろ
な
り
。
秀
頼
版
に
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
つ
ま
り
中
国
で
書
か
れ
た
原
典
に
は
な
い
文
章
が
平
仮
名
本
に
付
加
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
部
分
に
傍
線
を
引
い
て
い
る
。
こ
こ
に
特
徴
と
し
て
見
ら
れ
る
の
は
、「
仁
義
」「
慈
悲
」
と
い
う
こ
と
ば
を
付
け
加
え
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
と
の
漢
文
を
見
る
か
ぎ
り
、
国
を
治
め
る
た
め
に
は
良
い
臣
を
求
め
て
政
治
を
任
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、
政
治
の
方
法
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
「
慈
悲
」
と
い
う
よ
う
な
「
心
」
の
問
題
は
入
っ
て
は
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
平
仮
名
本
で
は
、
原
典
に
な
い
「
慈
悲
」「
仁
義
」
の
「
心
」
を
先
と
し
て
王
と
し
て
の
道
を
勤
め
る
べ
き
と
い
う
よ
う
に
、「
心
」
の
問
題
、
つ
ま
り
徳
治
主
義
に
話
を
す
り
替
え
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
『
帝
鑑
評
』
は
、
そ
の
傾
向
を
更
に
推
し
進
め
て
、「
仁
愛
を
も
つ
て
本
と
」
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
そ
の
「
仁
慈
」
の
「
こ
ゝ
ろ
」
は
「
慈
母
が
赤
子
を
見
る
」
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
の
、
説
明
ま
で
が
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
が
、
例
え
ば
次
に
触
れ
る
「
解
網
施
仁
」
の
は
な
し
よ
う
に
、
原
漢
文
が
「
仁
」
を
施
す
こ
と
を
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
「
慈
悲
」「
仁
慈
」
な
ど
の
「
心
」
の
問
題
と
し
て
訳
し
、
読
む
こ
と
は
当
然
の
こ
と
。
し
か
し
、
繰
り
返
す
が
、「
任
賢
図
治
」
の
よ
う
な
、
政
策
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
ま
で
、
「
心
」
の
問
題
と
し
て
読
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
特
筆
に
値
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
仁
愛
」
に
傾
倒
す
る
傾
向
が
、『
帝
鑑
評
』
の
ほ
か
の
話
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
『
帝
鑑
評
』
の
一
大
特
徴
と
見
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
既
に
池
田
光
政
の
序
に
も
現
れ
て
い
た
。
『
帝
鑑
評
』
序
、
池
田
光
政
（
略
）
凡
上
古
の
神
聖
、
世
に
あ
ら
は
れ
給
ひ
し
本
地
を
思
ひ
み
る
に
、
世
界
は
唯
是
慈
悲
の
一
脈
の
み
也
。
天
帝
は
是
を
以
て
法
界
を
提
陰
陽
を
転
し
給
ふ
。
聖
賢
神
仏
は
是
を
以
て
衆
人
の
上
に
出
て
、
明
ら
か
に
民
の
父
母
た
り
。
君
と
老
臣
は
是
を
以
て
生
と
し
い
け
る
物
を
そ
た
て
養
ひ
、（
略
）
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「
世
界
は
唯
是
慈
悲
の
一
脈
の
み
也
」
と
、
極
め
て
簡
潔
に
宣
言
し
、
こ
れ
を
す
べ
て
の
根
本
に
置
く
。『
帝
鑑
評
』
の
主
題
は
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
う
ひ
と
つ
、
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、『
帝
鑑
評
』
「
任
賢
図
治
」
末
尾
の
一
文
、「
末
代
の
国
君
世
主
、
か
ゝ
見
た
ま
ふ
へ
き
と
こ
ろ
な
り
」
の
「
国
君
世
主
」
が
誰
を
指
す
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
字
義
は
文
字
通
り
君
主
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
藩
を
一
国
と
と
れ
ば
、
池
田
光
政
を
は
じ
め
と
す
る
各
藩
の
藩
主
と
も
と
れ
る
。
一
体
誰
に
向
か
っ
て
説
い
て
い
る
の
か
。
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
次
の
「
解
網
施
仁
」
を
読
ん
で
み
よ
う
。
四
、
日
本
国
の
内
照
根
本
「
解
網
施
仁
」
は
、
湯
王
が
、
網
で
鳥
を
捕
っ
て
い
る
者
に
網
を
解
か
せ
、
必
要
最
小
限
の
殺
生
に
と
ど
め
る
よ
う
に
指
示
し
た
よ
う
に
、
人
民
へ
は
勿
論
、
禽
獣
に
ま
で
仁
徳
を
施
し
た
と
い
う
内
容
。
も
と
の
は
な
し
が
「
仁
徳
」
を
眼
目
と
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
平
仮
名
本
で
の
和
訳
は
、
漢
文
の
解
を
ほ
ぼ
忠
実
に
訳
し
た
も
の
と
い
え
、
補
っ
て
い
る
の
は
、
湯
王
に
対
す
る
「
よ
く
仁
義
の
み
ち
を
お
こ
な
ひ
た
ま
ひ
て
、
じ
ひ
の
こ
ゝ
ろ
お
は
し
け
り
」
と
い
う
一
文
の
み
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
き
た
『
帝
鑑
評
』
で
の
評
は
、
該
書
中
最
も
長
大
な
も
の
で
、
そ
れ
だ
け
に
大
変
重
要
な
こ
と
を
含
む
。
『
帝
鑑
評
』
春
人
間
に
い
た
り
て
棄
物
な
し
。
し
か
は
あ
れ
と
も
、
花
間
の
草
は
除
へ
し
。
聖
人
の
生
物
に
お
け
る
全
体
の
愛
、
お
よ
は
す
と
い
ふ
所
な
し
。
し
か
れ
と
も
、
人
の
た
め
に
魚
鳥
け
た
も
の
は
と
る
へ
し
。
取
へ
き
中
に
天
然
の
則
あ
り
。
成
湯
を
以
て
か
ゝ
み
と
す
へ
し
。
聖
代
に
は
、
魚
そ
の
尺
に
み
た
さ
れ
は
市
に
ひ
さ
か
す
。
故
に
漁
者
網
の
目
を
さ
た
め
て
、
尺
な
ら
さ
る
魚
は
も
る
ゝ
や
う
に
ひ
く
な
り
。
鳥
の
巣
を
く
つ
か
へ
し
、
子
を
と
る
こ
と
を
い
ま
し
め
、
鳥
の
そ
の
子
を
う
み
、
巣
た
ち
す
る
ま
て
は
、
そ
の
お
や
鳥
を
と
ら
す
。
け
た
も
の
、
は
ら
に
子
の
あ
る
時
は
、
か
り
人
山
に
い
ら
す
。
材
木
薪
は
、
春
夏
生
長
の
時
に
あ
た
り
て
き
ら
す
。
秋
を
も
つ
て
、
木
こ
り
そ
ま
人
山
林
に
入
。
天
地
生
物
の
御
心
に
合
し
た
ま
ひ
て
、
万
物
を
の
く
そ
の
生
を
と
け
し
め
た
ま
ふ
。
あ
ら
は
す
所
の
政
は
、
み
な
末
な
り
。
か
く
の
こ
と
く
の
本
あ
り
。
世
主
の
御
心
無
欲
な
る
か
本
な
り
。
無
欲
な
れ
は
を
の
つ
か
ら
用
す
く
な
し
。
用
す
く
な
け
れ
は
財
宝
米
粟
あ
つ
め
す
。
あ
つ
め
さ
る
時
は
た
か
ら
と
せ
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す
。
た
か
ら
と
せ
さ
る
と
き
は
水
火
の
こ
と
し
。
水
火
は
す
く
な
き
時
は
人
を
生
す
。
お
ほ
き
時
は
人
を
害
す
。
人
み
な
此
理
を
し
れ
り
。
財
米
も
猶
お
な
し
け
れ
と
も
、
上
有
欲
に
し
て
宝
と
し
た
ま
ふ
凶
徳
に
あ
や
か
り
、
且
あ
つ
む
る
所
あ
る
に
よ
り
て
用
た
ら
す
、
ぬ
す
み
う
は
ふ
心
を
生
せ
り
。
財
米
水
火
の
こ
と
く
な
る
時
は
、
民
に
不
仁
の
も
の
な
し
。
人
の
門
戸
を
た
ゝ
い
て
水
火
を
求
る
に
、
あ
た
へ
さ
る
も
の
な
し
。
い
た
り
て
沢
山
な
れ
は
な
り
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
民
の
力
つ
よ
く
人
お
ほ
く
し
、
五
穀
生
長
す
。
民
ゆ
た
か
に
な
る
か
ゆ
へ
、
す
き
は
ひ
に
せ
は
し
か
ら
す
。
こ
れ
か
く
の
こ
と
く
ゆ
る
や
か
に
、
ま
ち
と
を
き
法
を
立
る
下
地
な
り
。
此
本
な
く
し
て
此
方
を
立
は
、
木
こ
り
そ
ま
人
は
う
ゑ
、
漁
者
か
り
人
も
た
を
れ
な
ん
。
し
か
れ
と
も
、
こ
れ
を
時
と
し
て
こ
ゝ
に
や
み
な
ん
は
、
く
ち
を
し
か
る
へ
き
こ
と
ゝ
も
な
り
。
な
ん
そ
其
本
に
か
へ
ら
さ
る
や
。
か
く
の
こ
と
き
の
政
数
百
年
に
お
よ
は
ゝ
、
山
は
次
第
に
か
れ
て
材
木
薪
を
出
さ
し
。
山
沢
の
気
う
す
く
は
、
川
は
次
第
に
流
ほ
そ
く
な
り
て
、
田
地
を
や
し
な
は
ず
。
舟
を
通
せ
し
魚
鳥
の
や
し
な
ひ
も
、
年
く
に
お
と
ろ
へ
五
穀
す
く
な
く
な
ら
は
、
民
人
の
長
次
第
に
ち
い
さ
く
、
力
次
第
に
お
と
ろ
へ
、
富
人
は
奢
て
身
を
う
ま
し
、
次
第
に
病
者
に
な
り
て
、
次
第
に
お
と
ろ
へ
、
心
も
し
た
か
つ
て
か
し
く
へ
し
。
居
気
を
う
つ
し
、
養
体
を
う
つ
す
な
れ
は
、
牛
馬
も
次
第
に
犬
ね
こ
に
ひ
と
し
く
な
り
ぬ
へ
し
。
牛
馬
は
み
な
民
間
に
生
す
。
民
間
の
馬
と
も
そ
の
母
そ
の
父
た
り
。
お
や
馬
、
馬
の
食
を
は
ま
す
し
て
筋
骨
よ
は
し
。
い
か
に
し
て
子
馬
つ
よ
か
ら
ん
や
。
民
た
に
も
人
の
食
を
は
ま
す
。
何
と
し
て
馬
を
か
い
な
ん
や
。
和
国
は
宝
お
ほ
く
し
て
、
異
国
よ
り
蓬
莱
の
嶋
と
よ
ひ
、
此
国
を
の
そ
む
と
い
へ
と
も
、
武
勇
に
長
し
た
る
国
な
れ
は
、
そ
の
威
に
お
そ
れ
て
か
な
は
す
。
故
に
神
武
天
皇
、
此
国
を
ひ
ら
か
せ
た
ま
ひ
し
そ
の
は
し
め
、
此
国
の
地
利
を
御
ら
ん
せ
ら
る
ゝ
に
、
小
国
な
り
と
い
へ
と
も
、
国
の
地
福
、
諸
国
に
す
く
れ
た
り
。
天
地
の
気
も
和
し
た
る
ゆ
へ
に
、
和
国
と
称
し
、
小
国
な
り
と
い
へ
と
も
、
智
も
大
国
に
つ
き
、
人
通
に
神
霊
な
る
ゆ
へ
に
、
神
国
と
名
付
た
ま
へ
り
。
扨
う
れ
ふ
る
と
こ
ろ
は
、
た
か
ら
お
ほ
く
し
て
、
ゑ
ひ
す
の
た
め
に
の
そ
ま
れ
、
仁
義
を
乱
さ
れ
な
ん
と
お
ほ
し
め
し
、
国
常
に
武
の
芸
に
あ
そ
は
し
め
た
ま
ふ
。
弓
馬
こ
れ
な
り
。
故
に
御
身
先
達
て
、
大
慈
大
悲
の
仁
徳
を
内
照
根
本
と
し
て
、
神
武
の
威
力
お
は
し
ま
す
。
故
に
神
武
天
皇
と
名
付
た
て
ま
つ
る
。
武
勇
長
久
に
し
て
国
堅
固
な
ら
ん
事
は
、
倹
約
に
あ
り
。
し
か
る
ゆ
へ
は
、
君
と
士
と
倹
約
朴
素
な
れ
は
、
内
は
心
明
か
に
、
外
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は
気
力
筋
體
つ
よ
し
。
財
米
を
宝
と
し
あ
つ
め
さ
れ
は
、
施
さ
ゝ
る
に
天
下
に
み
ち
く
て
、
民
も
無
欲
に
人
ゆ
た
か
な
り
。
牛
馬
に
い
た
る
ま
て
、
そ
の
食
に
あ
ひ
て
人
を
た
す
く
。
た
か
ら
も
あ
れ
と
も
な
き
か
こ
と
し
。
真
の
重
宝
と
な
り
ぬ
。
此
こ
と
は
り
を
か
ゝ
み
た
ま
ひ
て
、
天
皇
御
身
み
つ
か
ら
朴
素
を
尊
ひ
た
ま
ひ
け
る
な
り
。
そ
の
仁
愛
、
神
武
の
徳
の
余
慶
に
よ
り
て
、
此
国
の
武
勇
数
千
年
に
お
と
ろ
え
す
。
平
の
一
家
お
こ
り
を
は
し
め
、
源
頼
朝
権
を
専
ら
に
せ
し
よ
り
此
か
た
、
神
武
の
御
政
漸
お
と
ろ
へ
ぬ
。
し
か
れ
と
も
、
数
千
年
の
あ
た
ゝ
ま
り
を
も
つ
て
、
今
に
い
た
り
ぬ
。
秋
す
て
に
立
と
い
へ
と
も
、
暑
な
を
の
こ
れ
る
か
こ
と
し
。
今
よ
り
後
の
世
主
、
急
に
神
武
の
政
を
中
興
し
た
ま
は
す
は
、
此
国
あ
や
う
き
に
あ
り
。
も
し
な
か
ら
へ
は
、
む
く
り
か
た
め
に
う
は
は
れ
て
、
畜
生
国
と
な
り
て
あ
り
ぬ
へ
し
。
し
か
ら
す
は
、
山
川
の
神
気
お
と
ろ
へ
、
人
は
よ
は
く
な
り
て
、
国
も
夭
死
す
る
に
ち
か
し
。
評
の
眼
目
は
、
日
本
の
国
の
成
り
立
ち
と
い
う
根
本
的
な
こ
と
に
置
か
れ
る
。
つ
ま
り
「
大
慈
大
悲
の
仁
徳
」
こ
そ
が
日
本
国
の
「
内
照
根
本
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
神
武
天
皇
の
「
仁
愛
」
も
武
家
政
権
の
専
横
に
よ
っ
て
衰
え
て
お
り
、
余
沢
を
も
っ
て
命
脈
を
保
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
理
屈
か
ら
す
れ
ば
、
現
在
の
徳
川
幕
府
も
同
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
二
重
線
を
引
い
た
箇
所
の
よ
う
に
「
今
よ
り
後
」
の
「
世
主
」
に
神
武
の
政
を
中
興
せ
よ
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
こ
こ
で
の
世
主
は
だ
れ
を
指
す
の
か
。『
帝
鑑
評
』
に
お
い
て
は
、
世
主
に
対
し
て
敬
語
を
使
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
素
直
に
読
め
ば
第
一
の
読
者
で
あ
る
光
政
を
さ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
今
よ
り
後
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
こ
こ
に
い
な
い
誰
か
と
い
う
よ
う
な
朧
化
表
現
と
と
る
べ
き
か
。
あ
る
い
は
大
慈
大
悲
の
仁
徳
を
備
え
た
天
皇
を
期
待
す
る
も
の
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
期
待
さ
れ
る
べ
き
は
現
在
の
政
権
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
読
み
方
に
よ
っ
て
は
幕
政
に
対
す
る
批
判
と
も
と
れ
よ
う
。
こ
の
評
は
久
世
広
之
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
。
幕
臣
で
あ
り
、
後
に
老
中
ま
で
勤
め
る
こ
と
に
な
る
人
物
に
し
て
、
こ
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
驚
き
で
も
あ
る
。
さ
て
、
蕃
山
の
『
集
義
和
書
』
に
こ
の
部
分
と
似
た
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
も
日
本
国
の
成
り
立
ち
を
い
う
も
の
で
、
長
い
記
事
で
あ
る
が
、
該
当
す
る
部
分
を
摘
記
し
て
み
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
二
重
線
を
引
い
た
よ
う
に
、「
帝
・
大
樹
」
が
政
治
を
改
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
国
を
保
つ
こ
と
が
出
来
る
と
す
る
。
そ
の
直
前
に
も
「
将
軍
71
家
に
賢
君
」
が
出
る
こ
と
で
、
や
は
り
国
を
保
つ
こ
と
が
出
来
る
と
あ
る
。『
集
義
和
書
』
は
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
幕
府
を
批
判
す
る
よ
う
な
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
く
て
も
、
幕
府
か
ら
に
ら
ま
れ
て
い
た
蕃
山
で
あ
る
。
出
版
に
あ
た
り
、
幕
府
に
対
す
る
配
慮
は
十
分
に
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
集
義
和
書
』
の
ほ
か
の
部
分
の
理
論
か
ら
い
っ
て
も
、
後
醍
醐
天
皇
を
は
じ
め
と
す
る
、
謙
徳
を
失
っ
た
天
皇
が
出
た
た
め
に
、
天
皇
に
返
る
べ
き
政
権
も
武
家
に
取
ら
れ
た
ま
ま
な
の
で
あ
っ
た
。
だ
と
す
れ
ば
、
謙
徳
を
備
え
、
時
宜
を
よ
く
踏
ま
え
た
天
皇
が
出
現
す
れ
ば
、
自
ず
か
ら
政
権
は
天
皇
に
還
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、『
集
義
和
書
』
に
お
い
て
は
、
天
皇
に
つ
い
て
も
批
判
す
べ
き
は
批
判
し
、
武
家
・
公
家
に
か
か
わ
ら
ず
も
の
を
言
う
と
い
う
態
度
は
貫
か
れ
て
お
り
、
公
平
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
あ
た
り
が
、
幕
末
の
尊
皇
一
辺
倒
の
議
論
と
は
違
い
、
公
武
の
均
衡
の
上
に
立
っ
た
冷
静
な
議
論
と
言
っ
て
も
よ
い
。
『
集
義
和
書
』
巻
第
八
義
論
之
一
（
延
宝
版
に
あ
り
、
寛
文
版
に
な
し
）
一
或
問
、
他
の
国
に
て
は
誰
に
て
も
天
下
を
取
て
は
王
と
な
る
事
な
る
に
、
日
本
に
て
は
か
く
天
子
の
御
筋
一
統
に
し
て
、
天
下
を
取
人
も
臣
と
称
し
、
将
軍
に
し
て
天
下
を
知
給
ふ
は
い
か
な
る
い
は
れ
に
て
を
は
し
ま
す
や
。
云
、（
略
）
然
ば
中
夏
の
外
四
海
の
内
に
は
日
本
に
及
べ
き
国
な
し
。
是
天
照
皇
神
武
帝
の
御
徳
に
よ
れ
り
。
大
荒
の
時
日
本
の
地
生
の
人
は
禽
獣
に
近
し
。
し
か
る
所
に
天
照
皇
の
神
聖
の
徳
を
以
て
、
此
国
の
人
の
霊
質
に
よ
り
て
教
を
な
し
給
ひ
て
よ
り
、
初
て
人
道
明
か
な
り
。
天
照
皇
は
地
生
に
を
は
し
ま
さ
ず
。
神
武
帝
其
御
子
孫
に
し
て
天
統
を
つ
ぎ
給
へ
り
。（
略
）
日
本
の
あ
ら
ん
か
ぎ
り
は
か
く
の
ご
と
く
な
る
べ
し
。
他
の
国
に
は
な
き
例
な
れ
共
、
日
本
に
て
は
必
然
の
理
也
問
。
か
く
の
ご
と
く
ゆ
へ
あ
る
帝
王
の
天
下
の
何
と
し
て
武
家
に
は
わ
た
り
侍
り
き
や
云
。
謙
徳
を
失
ひ
給
ひ
し
故
に
、
天
下
の
権
威
を
失
ひ
給
へ
る
な
り
。（
略
）
是
王
者
の
武
臣
に
威
を
う
ば
ゝ
れ
給
ひ
し
根
本
な
り
。
（
略
）問。
日
本
国
の
為
と
は
如
何
な
る
道
理
候
や
。
御
冥
加
の
儀
は
尤
に
候
云
。
も
ろ
こ
し
よ
り
も
日
本
を
ば
君
子
国
と
ほ
め
た
り
。
其
故
は
も
ろ
こ
し
の
外
に
は
日
本
ほ
ど
礼
楽
の
道
正
し
く
、
風
流
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な
る
国
は
東
西
南
北
に
な
き
事
也
。
そ
れ
は
禁
中
お
は
し
ま
す
故
に
て
候
。
清
盛
頼
朝
よ
り
こ
の
か
た
は
武
人
大
君
と
成
て
、
武
勇
つ
よ
き
人
天
下
を
と
れ
り
。（
略
）
其
お
と
ろ
へ
ざ
ま
に
は
野
人
出
て
、
天
下
を
取
れ
り
。
こ
の
故
に
国
主
と
い
へ
共
、
田
夫
を
さ
る
事
い
く
ば
く
も
な
く
候
。
公
家
な
く
て
幾
度
も
か
は
り
な
ば
、
二
三
百
年
の
内
に
は
天
竺
南
蛮
に
か
は
ら
ぬ
あ
ら
ゑ
び
す
と
成
侍
べ
し
。
禁
中
を
は
し
ま
す
故
に
、
天
下
治
て
後
に
は
か
な
ら
ず
将
軍
家
参
内
を
と
げ
ら
れ
、
諸
大
名
皆
あ
つ
ま
り
給
ひ
、
束
帯
衣
冠
の
礼
儀
を
見
て
、
初
て
人
の
則
あ
る
事
を
知
、
御
遊
の
体
管
絃
の
ゆ
た
か
成
を
聞
て
、
初
て
太
平
の
思
ひ
を
な
せ
り
。（
略
）
こ
ゝ
を
以
世
の
太
平
す
み
や
か
な
り
。
禁
中
を
は
し
ま
さ
で
は
い
か
で
此
徳
あ
ら
ん
や
。
こ
ゝ
を
以
て
日
本
国
の
た
め
と
は
申
な
り
。（
略
）
問
。
か
な
ら
ず
王
者
に
天
下
の
か
へ
る
ま
じ
き
と
は
如
何
な
る
道
理
侍
る
に
や
。
も
と
日
本
の
主
な
れ
ば
、
本
に
か
へ
り
ぬ
べ
き
こ
と
に
て
候
。
云
。
代
を
か
さ
ね
て
天
下
を
た
も
つ
は
天
の
廃
す
る
所
な
り
と
い
へ
り
。
し
か
れ
共
王
者
は
天
神
の
御
子
孫
に
し
て
地
生
に
あ
ら
ず
。
こ
と
に
日
本
に
を
い
て
広
大
の
功
徳
を
は
し
ま
す
故
、
天
下
の
権
勢
を
ば
さ
り
給
ひ
て
、
や
は
ら
か
に
し
て
上
に
お
は
し
ま
せ
ば
、
い
つ
ま
で
も
日
本
の
主
に
て
を
は
し
ま
す
道
理
に
て
侍
り
。
武
家
も
た
と
ひ
天
威
の
ゆ
る
し
有
と
も
、
み
づ
か
ら
王
と
成
て
は
む
つ
か
し
き
事
也
。
臣
と
し
て
摂
政
な
ど
の
心
に
て
天
下
を
知
給
ふ
は
心
易
き
事
也
。
何
た
る
無
分
別
の
人
有
て
王
と
は
成
給
ふ
べ
か
ら
ん
。
又
此
方
よ
り
か
へ
し
奉
ら
れ
て
も
末
つ
ゞ
き
申
ま
じ
き
と
申
事
は
、
後
醍
醐
の
帝
の
時
さ
へ
、
公
家
は
日
本
の
人
情
時
変
う
と
く
成
給
ひ
て
、
か
へ
り
た
る
天
下
を
失
ひ
給
へ
り
。
今
は
な
を
く
う
と
く
な
り
給
へ
ば
、
た
と
ひ
か
へ
し
奉
り
給
ふ
と
も
、
や
が
て
乱
逆
出
来
て
本
ま
で
も
あ
や
う
か
る
べ
く
候
。
武
家
の
人
の
帝
位
に
上
り
給
は
ん
と
、
王
の
天
下
を
と
り
給
は
ん
と
は
、
共
に
無
分
別
た
る
べ
き
也
。
然
れ
ど
も
一
ツ
の
道
あ
り
。
将
軍
家
に
賢
君
出
を
は
し
ま
し
て
、
三
十
年
も
用
意
あ
り
、
家
を
作
る
ご
と
く
地
形
よ
り
く
み
立
、
末
代
ま
で
の
法
を
ま
う
け
て
奉
り
給
は
ゞ
、
人
じ
ち
も
何
も
い
ら
で
、
又
五
百
年
も
風
波
な
く
世
中
ゆ
た
か
な
る
べ
し
。
後
世
に
は
か
く
の
ご
と
き
の
人
出
給
ふ
べ
き
も
は
か
り
が
た
く
候
。
（
略
）
王
者
の
お
は
し
ま
し
て
、
国
に
益
有
事
は
、
い
に
し
へ
の
礼
楽
を
こ
た
ら
ず
し
て
、
俗
と
こ
と
な
る
故
な
れ
ば
、
其
実
た
え
て
み
る
所
な
く
、
俗
と
ひ
と
し
か
ら
ば
、
終
に
は
神
統
あ
や
う
く
お
は
し
ま
さ
む
か
。
是
ひ
と
へ
に
秀
吉
の
無
道
の
御
馳
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走
よ
り
初
れ
り
。
あ
ら
た
め
た
ま
は
ん
帝
大
樹
出
を
は
し
ま
さ
ず
ば
、
日
本
の
国
も
又
あ
や
う
か
る
べ
き
か
。
神
統
絶
給
は
ゞ
神
国
共
い
ひ
が
た
し
。
戦
国
の
後
人
道
い
づ
く
に
も
と
め
給
は
ん
や
。
人
道
に
礼
楽
な
く
ば
禽
獣
に
近
か
ら
ん
。
し
か
ら
ば
合
戦
や
む
時
な
か
る
べ
し
。
た
と
ひ
し
ば
ら
く
治
世
あ
り
共
、
道
な
く
、
人
心
く
ら
く
ば
、
終
に
は
吉
利
支
丹
に
と
ら
る
べ
き
か
。
し
か
ら
ば
天
地
す
で
に
破
れ
た
る
也
。
天
運
い
ま
だ
午
の
会
の
初
に
あ
り
。
天
道
は
至
善
な
り
。
無
好
人
の
三
字
は
有
道
の
人
の
言
に
あ
ら
ず
。
た
の
み
思
ふ
ば
か
り
な
り
ま
た
、『
帝
鑑
評
』
中
、
波
線
を
ほ
ど
こ
し
た
前
半
の
「
無
欲
」
の
論
は
、
や
は
り
『
集
義
和
書
』
の
次
の
部
分
に
よ
く
似
る
。
財
米
が
水
や
火
の
よ
う
に
多
く
満
ち
て
い
る
と
き
は
、
民
に
不
仁
な
る
も
の
は
な
い
と
い
う
説
で
あ
る
。
『
集
義
和
書
』
巻
第
七
始
物
解
（
延
宝
版
に
あ
り
、
寛
文
版
に
な
し
）
或
問
。
上
ヲ
損
ジ
テ
下
ヲ
益
ヲ
益
ト
ス
ル
ハ
何
ゾ
ヤ
（
略
）
云
、
仁
者
ハ
不
富
ト
テ
、
聖
賢
ノ
君
ハ
ナ
ヲ
以
テ
財
用
豊
ナ
ラ
ズ
、
ホ
ド
コ
シ
ス
ク
フ
コ
ト
ア
タ
ハ
ズ
。
只
ホ
ド
コ
サ
ズ
シ
テ
上
ヲ
損
シ
、
下
ヲ
益
ノ
政
ア
リ
。
上
無
欲
ニ
シ
テ
物
ヲ
蓄
ヘ
ア
ツ
メ
タ
マ
ハ
ザ
レ
バ
、
財
用
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
下
ニ
散
ジ
テ
、
下
ノ
心
ニ
ア
ツ
マ
リ
服
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
人
心
ノ
帰
服
ス
ル
ハ
益
是
ヨ
リ
大
ナ
ル
ハ
ナ
シ
。
是
ホ
ド
コ
サ
ズ
シ
テ
上
ヲ
損
シ
、
下
ヲ
益
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
。
無
欲
ニ
シ
テ
カ
ザ
リ
ナ
キ
ヲ
質
素
ト
云
。
上
古
ノ
風
俗
ナ
リ
。
如
此
ナ
レ
バ
治
ザ
ル
ニ
平
カ
ナ
リ
。
此
時
ニ
ハ
、
天
気
順
ニ
シ
テ
五
穀
ノ
多
コ
ト
水
火
ノ
ゴ
ト
シ
。
故
ニ
民
不
仁
ナ
ル
者
ナ
ク
、
ウ
エ
ニ
及
ブ
者
ナ
シ
。
人
々
無
欲
ニ
シ
テ
足
コ
ト
ヲ
知
レ
リ
。
乱
イ
ヅ
ク
ヨ
リ
シ
テ
起
リ
、
盗
賊
イ
ヅ
レ
ノ
所
ニ
カ
出
ン
ヤ
。
心
法
・
治
道
ト
モ
ニ
無
欲
ヨ
リ
先
ナ
ル
ハ
ナ
シ
。（
略
）
こ
の
よ
う
な
例
か
ら
、『
帝
鑑
評
』
は
蕃
山
の
思
想
の
影
響
を
強
く
う
け
て
成
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
五
、
池
田
光
政
の
実
践
こ
の
ほ
か
に
も
、『
集
義
和
書
』
で
は
日
本
を
「
仁
国
」
で
あ
る
と
す
る
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。
『
帝
鑑
評
』
も
そ
う
で
あ
る
が
、『
集
義
和
書
』
に
お
い
て
も
、
仁
愛
に
よ
る
徳
の
政
治
を
推
奨
す
る
こ
と
は
、
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
点
は
『
帝
鑑
評
』
が
『
集
義
和
書
』
に
見
え
る
蕃
山
の
思
想
に
影
響
を
受
け
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
近
世
初
期
の
一
般
的
な
政
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治
思
想
と
し
て
、
仁
政
論
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
蕃
山
の
功
績
は
、
個
別
に
存
在
し
て
い
た
仁
政
論
を
、
神
武
以
来
の
日
本
国
の
根
本
と
し
て
理
論
的
に
位
置
づ
け
た
こ
と
に
あ
る
。た
と
え
ば
、
本
多
正
信
に
仮
託
さ
れ
る
『
治
国
家
根
元
』
に
は
、
「
民
ヲ
憐
ム
コ
ト
」
と
い
う
項
目
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
『
治
国
家
根
元
』（
日
本
思
想
大
系
・
近
世
政
道
論
）
（
略
）
君
ハ
民
ノ
父
母
ト
云
ハ
、
国
主
郡
主
ハ
能
民
ヲ
憐
ミ
玉
フ
事
、
人
ノ
父
母
ノ
如
シ
。
父
母
ノ
子
ヲ
不
便
ニ
哀
ム
心
ハ
片
時
モ
止
ム
事
ナ
ク
、
何
卒
子
ノ
能
様
ニ
、
難
儀
セ
ザ
ル
様
ニ
ト
思
フ
ヤ
、
其
如
ク
ニ
慈
悲
ナ
ル
守
護
ハ
民
ノ
為
ニ
能
様
ニ
迷
惑
セ
ザ
ル
ヤ
ウ
ニ
ト
思
フ
。
故
ニ
民
モ
又
己
ガ
父
母
ヲ
思
フ
様
ニ
親
ミ
ア
リ
、
カ
タ
ク
思
ヒ
付
モ
ノ
ナ
リ
。
此
故
ニ
譬
民
ニ
悪
キ
事
有
テ
罪
ニ
ア
フ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
父
母
ニ
折
檻
セ
ラ
レ
タ
ル
如
シ
。
聊
モ
上
ヲ
恨
ル
事
ナ
シ
。（
略
）
ま
た
、
武
家
の
家
訓
・
遺
訓
類
に
も
同
様
の
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。
『
黒
田
長
政
遺
言
』（
日
本
思
想
大
系
・
近
世
武
家
思
想
）
元
和
八
年
凡
国
主
ハ
常
ニ
仁
愛
ニ
シ
テ
讒
ヲ
信
ゼ
ズ
、
善
ヲ
行
フ
ヲ
以
務
ト
ス
ベ
シ
。（
略
）
国
主
タ
ル
人
ハ
、
慈
愛
ヲ
旨
ト
シ
テ
、
人
ヲ
憐
ミ
恵
ム
コ
ト
肝
要
ナ
リ
。
『
内
藤
義
泰
家
訓
』（
日
本
思
想
大
系
・
近
世
武
家
思
想
）
延
宝
五
年
国
家
人
民
ヲ
以
テ
至
宝
ト
為
ス
ト
云
フ
。
当
ニ
善
良
ヲ
撰
ビ
進
メ
テ
、
民
ヲ
安
ン
ズ
ベ
シ
。
こ
れ
ら
仁
愛
に
よ
る
政
治
の
実
践
例
が
『
池
田
光
政
日
記
』
に
豊
富
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
有
名
な
例
で
は
あ
る
が
、
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
の
備
前
大
水
害
の
翌
年
、
正
月
二
日
に
家
臣
一
同
に
対
し
て
行
っ
た
年
頭
訓
辞
の
一
部
が
次
の
も
の
で
あ
る
。
『
池
田
光
政
日
記
』
承
応
三
年
一
月
二
日
一
、
其
後
惣
様
不
残
召
あ
つ
め
申
聞
候
覚
（
略
）
一
、
家
中
士
共
、
百
姓
計
ヲ
大
切
ニ
仕
、
士
共
ヲ
ハ
有
な
し
に
仕
候
と
申
由
ニ
候
、
扨
々
愚
知
千
万
な
る
義
ニ
候
、
去
年
当
年
士
共
迷
惑
仕
候
ハ
百
姓
の
な
ら
さ
る
故
と
ハ
不
知
候
哉
、
米
ノ
出
来
て
、
君
臣
町
人
と
も
ニ
や
し
な
は
る
ゝ
ハ
、
民
か
蔵
な
る
事
を
不
存
候
や
、
如
此
民
ニ
力
ヲ
尽
ス
ハ
、
当
暮
よ
り
士
共
に
物
成
能
と
ら
せ
、
町
人
も
う
り
物
を
し
て
す
き
、
飢
ふ
ち
を
や
め
可
申
た
め
ニ
て
候
、
其
上
士
ハ
か
つ
ゆ
る
と
云
事
ハ
な
き
物
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に
て
候
、
そ
れ
く
ノ
頭
有
、
家
老
有
、
親
類
知
音
皆
ま
の
あ
た
り
知
行
取
な
り
、
さ
て
城
下
ニ
て
は
我
等
ま
し
か
く
聞
及
候
、
頭
と
家
老
と
か
つ
ゑ
を
見
て
た
ゝ
に
可
居
候
や
、
民
ノ
こ
と
き
ハ
ミ
す
く
餓
死
候
、
然
る
を
民
ハ
く
つ
ろ
き
候
な
と
ゝ
、
見
も
不
仕
は
な
の
さ
き
目
ろ
ミ
に
て
申
候
、
左
様
ニ
申
者
ニ
一
郡
を
預
ケ
候
ハ
ヽ
、
定
而
飢
ふ
ち
す
く
い
米
な
く
、
物
成
も
過
分
ニ
取
立
可
申
と
可
存
候
、
申
付
て
左
様
ニ
成
候
は
ゝ
知
者
に
て
能
目
あ
き
た
る
者
ニ
て
候
、
若
他
郡
と
ち
か
い
、
か
つ
ゑ
死
多
候
ハ
ヽ
、
其
身
さ
い
し
共
ニ
お
も
き
死
罪
ニ
行
度
事
ニ
候
へ
共
、
大
勢
か
つ
ハ
か
し
候
ハ
ん
事
必
定
ニ
候
ヘ
ハ
、
其
手
本
ニ
逢
候
者
不
便
な
る
義
ニ
候
ヘ
ハ
、
其
通
ニ
仕
候
、
仁
政
を
申
み
た
り
候
罪
一
、
大
勢
ノ
人
ヲ
こ
ろ
し
候
罪
二
ツ
、
大
悪
人
と
云
て
又
有
ま
し
く
候
、
た
と
へ
ハ
盗
、
を
い
は
き
、
辻
切
な
と
仕
者
、
尤
悪
人
と
ハ
云
へ
共
、
仁
政
を
云
乱
ス
者
ニ
対
し
て
ミ
れ
ハ
か
る
き
悪
也
、（
略
）
百
姓
ば
か
り
を
大
事
に
し
て
、
武
士
は
ま
る
で
な
い
も
の
の
よ
う
に
あ
つ
か
う
、
と
家
臣
が
不
満
を
漏
ら
す
ほ
ど
に
、
百
姓
に
対
す
る
仁
政
を
施
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
光
政
は
真
っ
向
か
ら
反
論
す
る
。
百
姓
が
米
を
作
っ
て
こ
そ
、
君
臣
町
人
と
も
に
養
わ
れ
る
の
で
あ
る
と
し
、
追
い
剥
ぎ
、
辻
斬
り
な
ど
は
罪
は
軽
く
、
大
勢
の
人
を
殺
す
大
悪
人
よ
り
も
、
仁
政
を
乱
す
者
こ
そ
最
も
罪
が
重
い
の
で
あ
る
と
。
こ
う
い
う
例
は
光
政
に
関
し
て
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。『
帝
鑑
評
』
序
の
末
尾
で
は
、
（
略
）
我
人
と
な
り
、
此
心
を
し
ら
す
し
て
我
を
み
る
に
、
時
所
位
を
不
知
。
愚
痴
に
あ
ら
す
は
、
身
不
肖
に
し
て
君
王
の
憂
を
う
れ
ふ
る
、
さ
し
出
者
成
へ
し
。
真
に
狂
を
や
み
、
心
を
う
し
な
ふ
の
人
や
、
我
心
よ
り
み
れ
と
も
、
我
本
よ
り
心
を
う
し
な
ふ
狂
人
た
り
。
桜
子
の
母
の
心
は
、
子
を
う
し
な
は
さ
る
人
、
あ
は
れ
ま
す
し
て
笑
ふ
な
る
へ
し
。
と
、
自
分
自
身
を
能
『
桜
川
』
の
桜
子
に
な
ぞ
ら
え
、
狂
人
と
称
す
る
ほ
ど
ま
で
に
、
君
王
の
憂
い
を
憂
え
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
日
の
条
文
に
は
「
諫
ノ
箱
」
を
置
い
て
、
老
中
以
下
末
々
の
も
の
ま
で
匿
名
で
献
策
・
意
見
を
す
る
よ
う
に
と
い
う
、
『
帝
鑑
図
説
』
に
お
け
る
「
諫
鼓
謗
木
」
あ
る
い
は
「
掲
器
求
言
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る
よ
う
な
政
策
も
あ
る
。
い
ず
れ
も
帝
王
は
臣
下
の
意
見
を
よ
く
聞
く
べ
き
で
あ
る
と
の
教
訓
。『
帝
鑑
図
説
』
は
、
臣
下
で
あ
る
張
居
正
が
、
主
君
で
あ
る
万
暦
帝
に
対
す
る
帝
王
学
の
教
材
と
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
臣
下
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
と
思
わ
れ
る
項
目
、
例
え
ば
臣
下
の
諫
言
を
聞
く
、
臣
下
を
厚
く
遇
す
る
、
倹
約
を
す
る
な
ど
と
い
っ
た
も
の
が
多
い
こ
と
は
言
う
ま
で
76
も
な
い
。
多
く
は
君
と
臣
と
の
関
係
に
お
け
る
徳
目
で
あ
っ
て
、
君
と
民
と
の
関
係
に
関
わ
る
も
の
は
少
な
い
の
で
あ
る
。
池
田
光
政
は
、
諫
言
に
つ
い
て
も
徹
底
し
た
実
践
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
「
諫
ノ
箱
」
以
前
に
も
、「
目
安
」
な
る
も
の
が
設
置
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
こ
ち
ら
は
記
名
に
よ
る
献
策
を
受
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
光
政
は
、
自
分
に
対
す
る
諫
言
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
と
同
時
に
、
彼
自
身
も
幕
府
に
対
し
て
諫
言
を
行
う
。
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
頃
か
と
さ
れ
る
、
将
軍
に
あ
て
た
『
申
出
覚
』（
池
田
文
庫
蔵
、
日
本
思
想
大
系
・
近
世
政
道
論
所
収
）
や
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
老
中
酒
井
忠
清
に
あ
て
た
建
白
書
の
草
稿
（
同
前
）
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
、
光
政
の
施
策
が
す
べ
て
『
帝
鑑
図
説
』
あ
る
い
は
『
帝
鑑
評
』
に
由
来
す
る
も
の
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
の
内
容
と
読
書
の
形
跡
か
ら
見
れ
ば
、
相
当
の
影
響
は
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
六
、
君
と
親
と
は
い
づ
れ
か
重
き
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
諫
言
を
聞
く
べ
き
で
あ
る
な
ど
と
い
う
項
目
に
も
、
民
に
対
す
る
仁
愛
と
い
う
徳
目
を
読
み
込
む
特
徴
が
『
帝
鑑
図
説
』
平
仮
名
本
に
見
ら
れ
、
そ
れ
が
更
に
敷
衍
す
る
か
た
ち
で
『
帝
鑑
評
』
に
も
顕
著
に
見
ら
れ
た
。
更
に
『
帝
鑑
評
』
で
は
、
仁
愛
の
説
明
を
す
る
の
に
、
親
子
の
情
愛
を
持
ち
だ
す
こ
と
が
非
常
に
多
い
。
既
に
引
用
し
た
部
分
だ
け
を
見
て
も
、
序
で
は
、「
民
の
父
母
」
と
い
い
、
能
『
桜
川
』
の
母
に
な
ぞ
ら
え
て
、
君
た
る
自
分
の
心
を
孤
高
の
狂
と
言
い
切
り
、
ま
た
「
任
賢
図
治
」
で
は
「
慈
母
の
赤
子
を
見
る
か
こ
と
し
」
と
す
る
。
そ
れ
以
外
の
も
の
を
列
記
す
る
。
『
帝
鑑
評
』「
諫
鼓
謗
木
」（
久
世
広
之
）
帝
尭
の
下
民
を
見
た
ま
ふ
御
心
、
実
に
駭
提
赤
子
の
親
に
あ
り
。
『
帝
鑑
評
』「
孝
徳
升
聞
」（
久
世
広
之
）
良
知
万
物
を
も
つ
て
一
体
と
し
、
万
民
の
父
母
た
る
徳
あ
る
『
帝
鑑
評
』「
掲
器
求
言
」（
久
世
広
之
）
凡
夫
は
愛
敬
の
徳
く
ら
く
し
て
、
吾
子
の
迷
惑
を
た
に
し
ら
す
。
い
は
ん
や
他
人
に
お
ゐ
て
や
、
子
を
も
つ
て
た
と
ふ
へ
き
や
う
も
な
し
。
い
か
に
さ
と
し
な
ん
や
。
聖
人
の
民
を
見
た
ま
ふ
事
、
世
人
の
わ
か
子
を
お
も
ふ
に
百
倍
せ
り
。
『
帝
鑑
評
』「
戒
酒
防
徴
」（
久
世
広
之
）
大
慈
大
悲
の
御
心
よ
り
民
を
見
た
ま
ふ
事
、
子
の
こ
と
し
。
慈
父
子
の
無
知
に
し
て
食
を
過
し
、
毒
と
な
る
を
見
て
は
、
み
つ
77
か
ら
よ
き
ほ
と
に
く
ひ
て
、
毒
と
せ
さ
る
事
は
し
れ
と
も
、
子
の
た
め
み
つ
か
ら
も
毒
と
い
ひ
て
食
せ
さ
る
か
こ
と
し
。
『
帝
鑑
評
』「
夢
賚
良
弼
」（
荒
尾
平
八
郎
）
高
宗
は
、
父
母
の
徳
末
備
り
給
は
ず
と
い
へ
と
も
、
父
母
の
心
は
既
に
お
は
し
ま
す
。
先
に
挙
げ
た
例
と
合
わ
せ
る
と
、
久
世
広
之
の
担
当
部
分
に
多
く
出
現
す
る
傾
向
が
あ
る
。
本
節
の
標
題
に
あ
げ
た
「
君
と
親
と
は
い
づ
れ
か
重
き
」
と
い
う
の
は
、『
集
義
和
書
』
の
問
い
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
答
え
は
、
次
の
と
お
り
。
『
集
義
和
書
』
巻
第
九
義
論
之
四
（
寛
文
版
、
延
宝
版
と
も
に
あ
り
）
答
、
時
中
を
重
し
と
す
。
君
子
は
主
と
親
と
の
軽
重
を
い
は
す
。
た
と
へ
は
君
に
し
た
か
つ
て
軍
陣
に
お
も
む
か
ん
に
、
父
母
妻
子
を
と
ら
は
れ
た
り
と
て
、
日
比
の
君
臣
の
義
を
変
し
て
敵
の
臣
と
は
な
る
へ
か
ら
ず
。
此
時
は
父
母
妻
子
一
族
よ
り
も
、
君
一
人
を
重
し
と
い
は
ん
か
、
さ
に
は
あ
ら
す
。
た
ゝ
義
を
重
し
と
す
る
也
。
父
母
の
本
心
も
又
亡
る
を
安
し
て
生
る
を
恥
と
す
。
父
母
の
形
は
亡
と
い
へ
と
も
性
命
亡
び
ず
。
ま
た
父
た
る
者
、
不
慮
の
難
に
あ
ひ
て
こ
ろ
さ
れ
ん
と
せ
は
、
た
と
ひ
子
た
る
者
重
位
重
禄
を
う
け
て
君
に
事
と
も
す
て
ゝ
、
父
を
引
つ
れ
の
が
れ
か
く
る
へ
し
。
此
時
は
君
よ
り
も
親
を
重
し
と
い
は
む
か
、
さ
に
は
あ
ら
す
。
仁
を
重
し
と
す
る
也
。
た
ゝ
君
親
の
み
し
か
る
に
あ
ら
す
。
五
常
の
性
と
い
へ
と
も
仁
を
主
と
し
て
義
礼
智
信
を
賓
と
す
る
こ
と
あ
り
。
信
を
主
と
し
て
仁
義
礼
智
を
賓
と
す
る
こ
と
あ
り
。
孝
経
に
は
孝
を
主
と
し
て
教
給
へ
は
、
仁
義
も
賓
と
成
ぬ
。
論
語
に
は
仁
を
主
と
し
給
へ
は
、
孝
弟
は
賓
と
成
ぬ
。
官
禄
を
す
て
ゝ
親
を
た
す
く
る
時
に
あ
た
つ
て
、
親
を
助
く
る
は
君
の
本
心
よ
ろ
こ
へ
り
。
家
を
か
へ
り
み
す
し
て
、
君
に
事
へ
き
時
に
あ
た
つ
て
、
君
に
事
は
親
の
本
心
の
悦
な
り
。
一
方
悦
て
一
方
う
ら
み
は
こ
そ
軽
重
と
も
い
ふ
へ
け
れ
。
道
に
し
た
か
ふ
時
は
双
方
の
悦
な
り
。
ま
よ
ひ
の
君
と
、
ま
よ
ひ
の
親
は
、
酒
気
の
常
の
心
を
失
ふ
か
こ
と
し
。
論
す
る
に
た
ら
す
。
均
衡
の
と
れ
た
孝
と
忠
と
の
論
で
あ
る
。
一
般
に
中
国
と
日
本
の
忠
孝
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
中
国
で
は
孝
を
、
日
本
で
は
忠
を
上
位
に
お
く
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
蕃
山
の
記
述
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
近
世
初
期
の
段
階
で
は
、
忠
を
突
出
し
て
上
位
に
お
く
と
い
う
傾
向
は
見
ら
れ
な
い
。
多
く
の
武
家
家
訓
に
し
て
も
『
帝
鑑
評
』
に
し
て
も
、
為
政
者
の
78
あ
る
べ
き
姿
を
説
く
帝
王
学
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
臣
あ
る
い
は
民
の
あ
り
方
は
問
題
に
す
る
こ
と
は
な
い
。
仁
愛
は
一
方
的
に
君
主
か
ら
臣
民
に
注
が
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
臣
民
の
道
徳
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
臣
民
の
不
徳
は
君
主
の
不
仁
に
由
来
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
日
本
的
な
忠
孝
論
の
下
地
を
作
っ
た
の
は
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
君
主
の
仁
を
親
子
の
情
愛
に
喩
え
て
説
明
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
中
国
で
も
、
仁
愛
を
親
子
の
情
に
喩
え
る
例
は
多
く
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
で
の
多
く
の
忠
孝
論
に
お
い
て
は
、
親
と
君
主
と
は
は
っ
き
り
と
違
う
も
の
と
し
て
論
理
が
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
奇
し
く
も
『
帝
鑑
図
説
』
の
著
者
で
あ
る
張
居
正
は
、
生
前
に
父
の
喪
に
服
さ
な
か
っ
た
奪
情
が
、
死
後
問
題
と
な
り
、
名
誉
が
剥
奪
さ
れ
、
一
族
が
追
放
さ
れ
た
。
実
際
に
は
張
居
正
の
政
治
的
対
抗
勢
力
に
よ
る
策
謀
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
で
も
不
孝
は
弾
劾
の
理
由
・
口
実
に
な
り
う
る
の
が
中
国
な
の
で
あ
る
。
『
孟
子
』
の
惻
隠
の
情
は
、
井
戸
の
縁
を
這
う
赤
子
を
見
た
と
き
の
心
の
動
き
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
こ
れ
は
我
が
子
で
あ
ろ
う
が
他
人
の
子
で
あ
ろ
う
が
、
親
子
の
情
愛
を
超
え
て
、
人
間
な
ら
ば
起
こ
す
は
ず
で
あ
る
と
い
う
普
遍
的
に
備
わ
る
性
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
惻
隠
の
情
や
仁
愛
を
説
明
す
る
の
に
、
親
子
の
情
愛
を
例
に
説
明
す
る
の
は
わ
か
り
や
す
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
仁
愛
が
人
間
普
遍
の
も
の
か
ら
君
民
・
親
子
に
限
定
さ
れ
、
矮
小
化
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
例
が
、
多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
『
帝
鑑
図
説
』
な
ど
の
場
合
、
為
政
者
の
側
へ
の
訓
戒
で
あ
る
た
め
、
君
主
か
ら
一
方
的
に
民
に
注
が
れ
る
仁
愛
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
池
田
光
政
も
仁
愛
を
施
し
た
民
に
対
し
て
、
そ
の
見
返
り
を
要
求
す
る
よ
う
な
態
度
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
君
民
関
係
を
親
子
関
係
で
説
明
す
る
こ
と
が
定
着
す
れ
ば
、
譬
喩
と
し
て
で
は
な
く
実
際
に
君
が
親
で
あ
り
、
民
が
子
で
あ
る
と
い
う
と
ら
え
方
は
必
然
的
に
出
て
く
る
。
難
し
い
理
屈
で
は
な
く
、
わ
か
り
や
す
い
譬
喩
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
傾
向
を
い
っ
そ
う
強
く
す
る
。
君
臣
関
係
と
親
子
関
係
の
同
一
視
が
定
着
し
た
後
、
臣
民
の
側
の
徳
目
が
問
題
と
な
れ
ば
、
臣
民
が
子
と
し
て
親
同
然
の
君
に
仕
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
屈
は
す
ぐ
に
で
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
君
は
忠
の
対
象
で
も
あ
れ
ば
孝
の
対
象
で
も
あ
る
と
い
う
、
忠
孝
一
致
の
考
え
方
は
会
沢
正
志
斎
や
吉
田
松
陰
を
待
つ
ま
で
も
な
く
出
現
す
る
に
違
い
な
い
。
現
に
、
君
主
は
臣
下
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に
と
っ
て
親
同
然
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
立
脚
し
、
赤
穂
浪
士
を
弁
護
し
た
次
の
よ
う
な
議
論
が
浅
見
絅
斎
に
あ
る
。
『
赤
穂
四
十
六
士
論
』（『
浅
見
絅
斎
集
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
九
年
）
只
一
ツ
上
ノ
ユ
ル
シ
ヲ
カ
ル
ヽ
ヲ
背
ト
云
ニ
、
愚
俗
ハ
惑
フ
者
ア
レ
ド
モ
、
ソ
レ
ハ
サ
キ
云
様
ニ
、
親
ノ
敵
ヲ
上
ヨ
リ
ユ
ル
シ
ヲ
カ
ル
ヽ
ホ
ド
ニ
ト
云
テ
、
子
タ
ル
者
討
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
理
ナ
シ
。
是
ハ
上
ニ
背
ク
ニ
テ
ハ
ナ
シ
。
親
ノ
敵
ハ
他
ヲ
顧
ミ
ル
コ
ト
ナ
キ
故
、
上
ニ
背
ク
ヤ
ウ
ニ
ア
ト
ハ
ミ
ユ
レ
ド
モ
、
瞽
叟
人
ヲ
殺
サ
バ
、
舜
負
テ
逃
ル
ト
同
ジ
事
也
。
意
ア
リ
テ
上
ニ
背
ク
ニ
非
ズ
。
何
ホ
ド
親
謀
叛
ヲ
起
ス
ト
云
テ
モ
、
親
ノ
命
ニ
従
ハ
ズ
、
親
ヲ
諫
テ
死
テ
モ
謀
叛
ヲ
起
サ
セ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
ス
ル
、
是
亦
親
ニ
背
ト
云
モ
ノ
ニ
非
ズ
。
君
父
同
前
之
理
、
此
則
忠
孝
之
至
也
。
『
帝
鑑
評
』
に
忠
孝
一
致
の
考
え
方
が
み
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
に
あ
る
君
民
の
仁
愛
を
親
子
の
情
愛
で
譬
喩
す
る
傾
向
が
強
い
と
い
う
こ
と
が
、
中
国
と
は
異
な
る
日
本
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
は
、
原
『
帝
鑑
図
説
』
か
ら
平
仮
名
本
『
帝
鑑
図
説
』、
そ
し
て
『
帝
鑑
評
』
と
順
を
追
っ
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
っ
き
り
と
わ
か
っ
て
く
る
。
そ
の
仁
愛
を
親
子
関
係
の
情
愛
で
た
と
え
る
こ
と
は
、
平
仮
名
本
『
帝
鑑
図
説
』
や
『
帝
鑑
評
』
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
既
に
日
本
人
の
中
に
定
着
し
て
い
た
親
子
の
情
愛
の
譬
喩
が
、『
帝
鑑
図
説
』
の
読
ま
れ
方
の
な
か
に
現
れ
て
き
た
に
過
ぎ
な
い
。
忠
孝
一
致
を
生
み
出
す
「
君
父
同
然
」
の
感
情
的
・
感
覚
的
な
下
地
が
、
ひ
ろ
く
近
世
初
期
の
日
本
に
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
『
帝
鑑
評
』
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。
同
様
の
傾
向
は
、
当
然
四
書
五
経
を
は
じ
め
と
す
る
儒
書
の
受
容
に
も
現
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
的
検
討
が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
【
引
用
本
文
】
・
秀
頼
版
『
帝
鑑
図
説
』
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
本
よ
り
翻
字
。
・
平
仮
名
本
『
帝
鑑
図
説
』
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
蔵
寛
永
四
年
八
尾
助
左
衛
門
尉
刊
本
よ
り
翻
字
。
振
り
仮
名
は
省
略
し
、
句
読
点
を
補
っ
た
。
・
『
帝
鑑
評
』
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
蔵
本
昭
和
九
年
謄
写
本
よ
り
翻
字
。
活
版
和
装
本
参
照
。
句
読
点
を
補
っ
た
。
・
『
集
義
和
書
』
『
増
訂
蕃
山
全
集
』
第
一
冊
（
名
著
出
版
、
一
九
七
八
年
六
月
）
に
よ
る
。
寛
文
十
二
年
版
と
延
宝
版
の
両
方
を
収
録
し
て
い
る
。
両
方
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
寛
文
版
を
優
先
し
て
引
用
し
た
。
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※
そ
の
他
は
そ
の
都
度
記
載
。
【
主
要
参
考
文
献
】
※
池
田
光
政
関
係
の
み
・
松
村
見
二
・
蔵
知
矩
『
帝
鑑
評
』（
池
田
家
岡
山
事
務
所
、
一
九
三
七
年
十
二
月
）
・
石
坂
善
次
郎
『
池
田
光
政
公
伝
』
上
下
（
石
坂
善
次
郎
、
一
九
三
二
年
五
月
）
・
谷
口
澄
夫
『
人
物
叢
書
池
田
光
政
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
十
二
月
）
・
藤
井
駿
他
『
池
田
光
政
日
記
』（
山
陽
図
書
出
版
株
式
会
社
、
一
九
六
七
年
三
月
）
・
吉
田
徳
太
郎
『
池
田
家
履
歴
略
記
』
上
下
（
吉
田
徳
太
郎
、
一
九
六
三
年
七
月
）
本
稿
は
平
成
二
十
年
九
月
二
十
八
日
日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
（
於
、
北
海
道
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
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